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カトリック

ご
復
活
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
じ
ゃ
け
え
の
う	

一
～
三
面

叙
階
式
・
召
命
委
員
会	

四
～
八
面

教
区
百
年
史
・
司
祭
人
事	

九
面

地
区
・
海
峡
か
ら
の
風
・
Ｊ
―
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ	

十
・
十
一
面

青
少
年
・
ひ
と
粒	

十
二
面

主
の
復
活
の

お
喜
び
を
申
し
上
げ
、

新
年
度
を
迎
え
た
皆
さ
ん
の
歩
み

の
上
に
、
神
様
の
祝
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

＊
叙
階
の
恵
み
へ
の
感
謝

　
自
然
界
の
新
し
い
い
の
ち
が
息

吹
く
季
節
を
前
に
、
二
月
十
一
日

に
朴
根
培
神
学
生
（
広
島
教
区
）

の
助
祭
叙
階
式
、
三
月
一
日
に
三

宅
孝
仁
神
学
生
（
広
島
教
区
）
と

シ
ル
ベ
ス
タ
神
学
生
（
淳
心
会
）

の
助
祭
叙
階
式
、
そ
し
て
三
月

二
十
日
に
久
保
裕
己
助
祭
（
広
島

教
区
）
と
ア
ル
ベ
ル
ト
助
祭
（
淳

心
会
）
の
司
祭
叙
階
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
教
会
の
霊
的
な
い
の
ち

に
奉
仕
す
る
新
助
祭
三
名
と
新
司

祭
二
名
の
誕
生
の
恵
み
を
、
心
か

ら
神
様
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
司
祭
養
成
の
た
め
に

祈
り
と
献
金
で
支
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
一
粒
会
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
す
べ
て
の
司
祭
、
修
道
者
、

信
徒
の
皆
さ
ん
に
も
、
感
謝
を
お

伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
広
島

教
区
に
は
、
さ
ら
に
な
る
司
祭
の

召
命
の
恵
み
が
必
要
で
す
。
今
後

と
も
青
年
た
ち
へ
の
招
き
や
ご
支

援
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

＊
直
面
す
る
困
難
の
た
め
に

　
復
活
祭
を
迎
え
る
前
か
ら
、
世

左から、久保新司祭、アルベルト新司祭、白浜司教

広
島
教
区
長　

ア
レ
キ
シ
オ　

白
浜　

満　

司
教

広
島
教
区
長　

ア
レ
キ
シ
オ　

白
浜　

満　

司
教

「
い
の
ち
」
と
い
う
賜
物
―

「
い
の
ち
」
と
い
う
賜
物
―

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

「
社
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
一
年
目

「
社
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
一
年
目

教
区
本
部
事
務
局	

服
部
大
介
　
神
父

平
和
の
使
徒
推
進
本
部	

野
中
　
泉
　
神
父

広
島
司
教
館	

深
堀
升
治
　
神
父	

豊
田
尚
臣
　
神
父

	

斎
藤
眞
仁
　
神
父

（
日
本
語
研
修
）
沈シ
ム

　
相サ
ン
ユ
ン潤

　
神
父

広
島
地
区	

	（
地
区
長
）
荻
喜
代
治
　
神
父

山
口
島
根
地
区	

（
地
区
長
）
肥
塚
侾
司
　
神
父

岡
山
鳥
取
地
区	

（
地
区
長
）
山
口
道
晴
　
神
父

広
島
中
央
協
働
体
（
幟
町
・
東
広
島
・
翠
町
・
呉
）

	

（
幟
町
主
任
）
荻
喜
代
治
　
神
父

	

（
幟
町
助
任
）
久
保
裕
己
　
神
父

（
幟
町
協
力
）
シ
ル
ベ
ス
タ
助
祭

	

（
東
広
島
主
任
）
ト
ゥ
ア
ン
　
神
父

	

（
翠
町
主
任
）
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ベ
ッ
ラ
神
父

	

（
呉
主
任
）
バ
ー
ト
　
　
神
父

西
広
島
協
働
体
（
観
音
町
・
三
篠
・
廿
日
市
）

	

（
観
音
町
主
任
）
瀧
井
英
昭
　
神
父

	

（
観
音
町
在
）
リ
カ
ル
ド
　
神
父

（
三
篠
主
任
）
野
中
　
泉
　
神
父

	
（
廿
日
市
主
任
）
金キ
ム

　
楹ヨ
ン
ス洙

　
神
父

祇
園
協
働
体
（
祇
園
・
可
部
・
三
次
・
向
原
）

	

（
祇
園
・
可
部
主
任
）
清
水
　
弘
　
神
父

（
祇
園
・
可
部
助
任
）
高
山
　
親
　
神
父

	

（
三
次
主
任
）
ア
ル
ナ
ル
ド
神
父

（
向
原
兼
務
）
ト
ゥ
ア
ン
　
神
父

備
後
協
働
体
（
三
原
・
尾
道
・
福
山
）

	

（
三
原
主
任
）
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
神
父

（
尾
道
主
任
）
ア
ル
ナ
ル
ド
神
父

	

（
福
山
主
任
）
猪
口
大
記
　
神
父

山
口
協
働
体
（
山
口
・
地
福
・
防
府
・
萩
）

	

（
山
口
・
地
福
主
任
）
百
瀬
文
晃
　
神
父

	

（
山
口
助
任
）
カ
ン
ガ
ス
　
神
父

（
山
口
助
任
）
外
川
直
見
　
神
父

	

（
山
口
協
力
）
桜
井
彦
孝
　
神
父

	

（
防
府
主
任
）
朴パ
ク

　
孝ヒ
ョ
ジ
ン鎭

　
神
父

	

（
萩
主
任
）
恩
地
　
誠
　
神
父

下
関
協
働
体
（
細
江
・
彦
島
・
長
府
）

	

（
細
江
・
彦
島
主
任
）
作
道
宗
三
　
神
父

	

（
細
江
・
彦
島
助
任
）
デ
ィ
ン
　
　
神
父

	

（
長
府
主
任
）
ア
ル
テ
ィ
リ
ョ
神
父

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー

	

（
所
長
）
中
井
　
淳
　
神
父

	

（
協
力
）
林
　
尚
志
　
神
父

宇
部
・
小
野
田
協
働
体
（
宇
部
・
北
若
山
・
高
千
帆
）

	

（
主
任
）
片
柳
弘
史
　
神
父

	

（
協
力
）
三
喜
田
虎
太
神
父

	

（
協
力
）
オ
レ
ギ
　
　
神
父

	

（
協
力
）
西
山
和
男
　
神
父

岩
徳
協
働
体
（
岩
国
・
光
・
柳
井
・
徳
山
・
下
松
）

	

（
岩
国
主
任
）
福
田
誠
二
　
神
父

	

（
光
・
柳
井
主
任
）
肥
塚
侾
司
　
神
父

	

（
徳
山
主
任
）
柴
田
　
潔
　
神
父

	

（
下
松
主
任
）
原
田
豊
己
　
神
父

伯
雲
協
働
体
（
松
江
・
出
雲
・
米
子
・
境
港
）

	

（
松
江
・
出
雲
主
任
）
金キ
ム

　
起キ
フ
ァ
ン煥

　
神
父

	

（
米
子
・
境
港
主
任
）
尹ユ
ン

　
兌テ
ヨ
ン榮

　
神
父

石
見
協
働
体
（
津
和
野
・
益
田
・
浜
田
）

	

（
主
任
）
山
根
敏
身
　
神
父

	

（
助
任
）
大
西
勇
史
　
神
父

岡
山
協
働
体
（
岡
山
・
岡
山
南
・
ロ
ザ
リ
オ
・
玉
野
・
津
山
）

	

（
岡
山
・
岡
山
南
主
任
）
服
部
大
介
　
神
父

	

（
岡
山
・
岡
山
南
協
力
）
ジ
ョ
ン
　
神
父

																		（
岡
山
・
岡
山
南
助
任
）

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ジ
ャ
ル
ト
神
父

（
岡
山
・
岡
山
南
協
力
）
朴パ
ク

　
根ク
ン
ベ培

　
助
祭

	

（
玉
野
主
任
）
西
江
和
司
　
神
父

	

（
津
山
主
任
）
金キ
ム

　
洪ホ
ン
ソ
ク錫

　
神
父

倉
敷
協
働
体
（
笠
岡
・
倉
敷
・
玉
島
・
水
島
）

	

（
笠
岡
主
任
）
ブ
ル
ニ
　
　
神
父

	

（
倉
敷
・
玉
島
主
任
）
ア
ン
リ
　
　
神
父

	

（
倉
敷
・
玉
島
助
任
）
レ
イ
モ
ン
ド
神
父

（
水
島
主
任
）
ロ
　
イ
　
　
神
父

鳥
取
協
働
体
（
鳥
取
・
倉
吉
）

	

（
鳥
取
主
任
）
山
口
道
晴
　
神
父

	

（
倉
吉
主
任
）
野
嵜
一
夫
　
神
父

イ
エ
ズ
ス
会
　
庚
午
修
道
院	

塚
田
健
統
　
神
父

	

高
山
　
親
　
神
父

	

ロ
サ
ド
　
修
道
士

イ
エ
ズ
ス
会
　
長
束
修
道
院	

塩
谷
惠
策
　
神
父

	

ヴ
ェ
ー
マ
イ
ヤ
ー
神
父

	

曽
根
忠
明
　
神
父

	

裏
辻
洋
二
　
神
父

	

ア
レ
ッ
ク
ス
神
父

	

河
村
剛
　
修
道
士

	

薬み
な
い袋
勝か
つ
ひ
と士
修
道
士

愛
徳
修
道
士
会	

ヘ
ン
デ
リ
ク
ス
修
道
士

	

ホ
ン
テ
レ
ー
修
道
士

	

牧
田
真
一
修
道
士

主
の
ご
復
活
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

主
の
ご
復
活
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
広
島
教
区
長
　
白
浜
　
満
　
司
教

司
教
総
代
理
　
荻
喜
代
治
　
神
父
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界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
大
流
行
に
見
舞
わ
れ
、
多

く
の
死
者
が
出
て
、
社
会
の
各
分

野
に
混
乱
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
感
染
症
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
、
感
染
し
て
苦
し
ん
で
い
る

方
々
、
看
護
に
当
た
っ
て
い
る

方
々
、
感
染
症
に
関
連
し
て
引
き

起
こ
さ
れ
た
種
々
の
困
難
に
あ
る

人
々
の
こ
と
を
想
い
、
こ
の
苦
難

を
一
日
も
早
く
乗
り
越
え
る
た
め

に
、
神
様
の
助
け
を
願
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
感
染

症
の
拡
大
予
防
の
た
め
に
、
し
ば

し
ば
偏
見
や
差
別
を
伴
う
自
己
保

身
的
な
対
策
が
取
ら
れ
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
人
権
の
観
点
か
ら
行

き
過
ぎ
が
な
い
よ
う
、
わ
た
し
た

ち
一
人
ひ
と
り
も
注
意
を
払
い
な

が
ら
、
予
防
対
策
を
強
化
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
「
い
の
ち
」
と
い
う
神
様
か
ら

の
賜
物

　
今
回
の
深
刻
な
状
況
に
直
面

し
、
わ
た
し
は
改
め
て
、
自
然
の

驚
異
と
人
間
の
力
の
限
界
を
強
く

感
じ
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
わ
た

し
た
ち
の
肉
眼
に
は
見
え
な
い
ウ

イ
ル
ス
が
存
在
し
、
進
化
し
、
そ

れ
が
増
殖
し
て
、
多
く
の
人
々
の

い
の
ち
を
蝕
ん
で
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
の
中
で
、
わ
た

し
た
ち
は
、
大
き
な
光
と
な
る
キ

リ
ス
ト
の
復
活
を
お
祝
い
し
ま
し

た
。
も
し
、
人
間
の
「
い
の
ち
」

が
こ
の
地
上
で
終
わ
っ
て
し
ま
う

一
時
的
な
も
の
な
ら
、
そ
の
「
は

か
な
さ
」
ゆ
え
に
、
わ
た
し
た
ち

は
希
望
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
は
苦
難
を
受

け
、
十
字
架
上
で
ご
自
分
の
使
命

を
全
う
さ
れ
た
後
、
こ
の
世
の
い

の
ち
か
ら
永
遠
の
い
の
ち
へ
過
ぎ

越
さ
れ
た
の
で
す
。
日
本
の
教
会

は
、
こ
の
「
過
ぎ
越
し
」
を
「
復

活
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い

ま
す
。
神
の
愛
と
そ
の
力
に
支
え

ら
れ
て
、
人
間
の
い
の
ち
は
永
遠

の
い
の
ち
の
神
秘
へ
と
導
か
れ
て

い
く
の
で
す
。
「
い
の
ち
」
は
ま

さ
に
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い

「
賜
物
」
な
の
で
す
。
し
か
し
、

も
し
、
わ
た
し
た
ち
が
神
様
と
の

関
係
を
断
ち
切
っ
て
し
ま
う
な

ら
、
「
い
の
ち
は
賜
物
・
神
秘
」

で
は
な
く
、
「
は
か
な
い
一
時
的

な
も
の
」
と
い
う
生
物
学
的
な
理

解
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

＊
危
険
な
心
の
態
度
（
不
従
順
）

　
創
世
記
二
～
三
章
の
失
楽
園
の

物
語
は
、
「
神
と
の
親
し
さ
の
中

で
生
か
さ
れ
る
人
間
の
い
の
ち
」

が
守
ら
れ
る
た
め
に
、
次
の
よ
う

に
教
え
て
い
ま
す
。
「
主
な
る
神

は
、
人
に
命
じ
て
言
わ
れ
た
。

『
園
の
す
べ
て
の
木
か
ら
取
っ
て

食
べ
な
さ
い
。
た
だ
し
、
善
悪
の

知
識
の
木
か
ら
は
、
決
し
て
食
べ

て
は
な
ら
な
い
。
食
べ
る
と
必
ず

死
ん
で
し
ま
う
」
（
創
世
記
二
・

十
六
～
十
七
）
。
と
こ
ろ
が
、
人

祖
は
そ
の
禁
止
命
令
を
自
由
の
束

縛
で
あ
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
し
、

「
自
己
中
心
的
な
い
の
ち
」
を
選

択
さ
せ
る
心
の
態
度
（
不
従
順
）

を
拡
大
さ
せ
て
、
神
と
の
交
わ
り

を
断
ち
切
る
と
い
う
死
の
不
幸
を

招
い
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

＊
信
仰
と
い
う
恵
み

　
神
か
ら
離
れ
て
生
き
る
こ
と

は
、
「
賜
物
で
あ
る
い
の
ち
の
神

秘
」
を
見
失
わ
せ
る
危
険
な
心
の

態
度
で
す
。
こ
の
よ
う
な
神
へ
の

不
従
順
が
、
人
間
の
歴
史
の
中

で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
蔓

延
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
心

の
態
度
に
打
ち
勝
つ
ワ
ク
チ
ン
こ

そ
、
「
へ
り
く
だ
っ
て
、
死
に
至

る
ま
で
、
そ
れ
も
十
字
架
の
死
に

至
る
ま
で
」
（
フ
ィ
リ
ピ
二
・

八
）
、
父
で
あ
る
神
の
み
心
に
従

順
で
あ
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
へ
の
信

仰
と
い
う
恵
み
で
す
。
神
へ
の
従

順
と
い
う
信
仰
の
態
度
は
、
決
し

て
自
由
の
束
縛
で
は
な
く
、
む
し

ろ
自
由
の
強
化
を
も
た
ら
す
恵
み

で
す
。

＊
教
区
代
表
者
会
議
と
い
う
健
康

診
断
の
準
備

　
「
信
仰
と
い
う
ワ
ク
チ
ン
」
を

注
入
し
て
い
た
だ
い
た
わ
た
し
た

　
私
が
勤
務
す
る
福
山
暁
の
星
学
院

の
先
生
方
数
名
と
、
昨
年
末
に
フ
ラ

ン
ス
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
問
し
ま
し

た
。
目
的
は
福
山
暁
の
星
学
院
の
設

立
母
体
で
あ
る
援
助
マ
リ
ア
会
の
本

部
を
訪
問
し
創
立
当
初
の
シ
ス
タ
ー

に
面
会
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
見
学

す
る
こ
と
で
し
た
。

　
パ
リ
郊
外
の
老
人
施
設
に
そ
の
シ

ス
タ
ー
は
お
ら
れ
ま
し
た
。
御
歳

九
十
八
歳
！
日
本
に
来
ら
れ
た
と
き

は
二
十
七
歳
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
全

く
見
知
ら
ぬ
土
地
で
シ
ス
タ
ー
が
学

校
を
開
校
す
る
こ
と
の
困
難
さ
は
、

筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
も
の
が
あ
っ

た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
こ
の
シ
ス

タ
ー
が
流
暢
な
日
本
語
で
言
わ
れ
た

の
は
、
日
本
人
、
特
に
保
護
者
か
ら

の
信
頼
と
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

暁
の
星
は
成
長
で
き
た
の
だ
と
。
視

力
が
衰
え
ぼ
ん
や
り
と
し
か
見
え
な

い
目
で
、
「
暁
の
星
の
た
め
に
毎
日

祈
っ
て
い
ま
す
！
」
と
い
う
力
強
い

言
葉
に
涙
を
流
す
先
生
も
お
ら
れ
、

一
同
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
訪
問
し
た

の
は
十
二
月
二
十
九
日
。
氷
点
下
で

雪
が
舞
い
散
る
ど
ん
よ
り
と
し
た
天

候
の
中
、
本
で
知
っ
て
い
た
状
況
と

は
全
く
違
っ
た
重
々
し
い
雰
囲
気
に

言
葉
も
発
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た

だ
た
だ
遺
さ
れ
た
物
を
目
に
焼
き
付

け
て
い
く
の
が
精
一
杯
で
し
た
。

た
っ
た
三
年
の
間
に
こ
こ
で
百
十
万

人
も
の
人
が
殺
さ
れ
て
い
っ
た
と
い

う
事
実
は
、
人
間
が
そ
こ
ま
で
常
軌

を
逸
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
認
め

ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
し
た
。
た
だ

コ
ル
ベ
神
父
様
が
餓
死
刑
に
処
せ
ら

れ
た
部
屋
の
前
に
立
っ
た
と
き
に

は
、
そ
の
対
極
に
あ
る
人
間
の
尊
厳

を
感
じ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
価
値
観
に

改
め
て
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
校
に
は
、
普
段
教
会

で
は
見
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
多
く

の
若
者
が
い
ま
す
。
昔
と
違
い
、
今

で
は
信
者
の
児
童
生
徒
は
極
く
少
数

で
す
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
価
値
観
を

こ
う
し
た
多
く
の
若
者
に
伝
え
て
い

く
大
き
な
使
命
と
チ
ャ
ン
ス
が
カ
ト

リ
ッ
ク
校
に
は
あ
り
ま
す
。
創
立
当

時
の
宣
教
師
の
崇
高
な
情
熱
に
共
感

し
、
平
和
な
世
の
中
の
実
現
を
若
者

に
託
す
た
め
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
校
の

教
職
員
、
私
た
ち
信
徒
や
教
会
の
で

き
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
感
じ

た
年
末
の
旅
で
し
た
。

（
福
山
暁
の
星
学
院
　
理
事
長

田
中
　
靖
）

「
じ
ゃ
け
え
の
う
」
と
は
広
島
弁
で

「
だ
か
ら
ね
！
」
と
い
う
意
味
。
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聖書通読・写経・教会巡礼
キャンペーン完了者紹介

写経を完了された方
第0008号	
　柳原久美子	様（廿日市教会）
第0009号	
　熊谷美登里	様（廿日市教会）
第0010号	
　浜田　艶子	様（祇園教会）
通読・写経・教会巡礼キャンペーンに
皆さんもご参加ください。

母なるおとめマリアよ、
あなたは聖霊に促され、
永遠なるかたに、ご自分を完全にゆだねられました。
わたしたちも「はい」といえるよう助けてください。

洗礼の恵みによって新たにされた者として、
わたしたちに今、新しい熱意を与えてください。
死に打ち勝ついのちの福音をすべての人にもたらすために。
わたしたちに新たな道を探す真の勇気を与えてください。

新しい福音宣教の星よ、
あかしをもって輝くことができるよう助けてください。
福音の喜びを地の果てにまで届けるために。
いのちをもたらす福音の母よ、
わたしたちのために祈ってください。
アーメン。アレルヤ。

ち
は
、
教
区
の
体
質
を
点
検
し
、

そ
の
改
善
を
は
か
る
た
め
に
、
今

年
、
教
区
代
表
者
会
議
と
い
う
十

年
ぶ
り
の
診
断
の
と
き
を
迎
え
ま

す
。
そ
の
準
備
と
し
て
実
施
さ
れ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
と
、
第

一
段
階
と
な
る
地
区
ご
と
の
分
析

作
業
の
ご
協
力
に
対
し
て
、
宣
教

会
・
修
道
会
の
皆
さ
ん
、
す
べ
て

の
小
教
区
の
信
者
の
皆
さ
ん
、
地

区
の
事
務
局
の
ス
タ
ッ
フ
に
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在

は
、
教
区
代
表
者
会
議
準
備
事
務

の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、
地
区
ご
と

の
分
析
結
果
を
い
く
つ
か
の
テ
ー

マ
に
分
類
し
、
提
言
化
す
る
作
業

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
区
、

地
区
、
小
教
区
と
い
う
、
ど
の
次

元
で
取
り
組
ん
で
い
く
事
柄
な
の

か
と
い
う
識
別
・
整
理
も
必
要
で

す
。
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
は
、
教
区

代
表
者
会
議
の
分
科
会
で
取
り
扱

わ
れ
る
テ
ー
マ
に
な
っ
て
行
く
の

で
す
が
、
そ
の
途
上
で
、
こ
れ

ら
の
提
言
が
皆
さ
ん
の
も
と
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
ご
意
見

を
お
寄
せ
い
た
だ
く
機
会
が
設
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
教
区
代
表
者
会
議
で
司

教
に
答
申
す
る
最
終
的
な
提
言
と

し
て
練
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
運
び

で
す
。

＊
教
区
創
立
百
周
年
に
向
け
て

　
広
島
教
区
は
、
二
〇
二
三
年
に

教
区
創
立
百
周
年
と
い
う
重
要
な

節
目
の
時
を
迎
え
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
こ
へ
向
か
う
準
備
段
階
の

歩
み
そ
の
も
の
が
、
ふ
さ
わ
し
く

百
周
年
を
祝
う
こ
と
に
繋
が
っ
て

い
く
の
で
す
。
「
社
会
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
と
い
う
教
会
の
根
本
的

な
使
命
の
た
め
に
、
教
区
の
体
質

の
改
善
・
強
化
を
図
る
有
益
な
機

会
と
な
る
よ
う
、
今
年
の
十
一
月

二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
る
教
区
代

表
者
会
議
に
向
け
て
、
わ
た
し
た

ち
の
力
を
結
集
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

＊
社
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
基
本

的
な
態
度

　
こ
れ
ま
で
広
島
教
区
で
は
、
宣

教
司
牧
の
テ
ー
マ
が
三
年
毎
に
設

定
さ
れ
、
二
〇
二
〇
年
四
月
～

二
〇
二
三
年
三
月
ま
で
は
、
「
社

会
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う
標

語
に
要
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
一
年
毎
に
「
い
の
ち
」
→

「
環
境
」
→
「
平
和
」
と
い
う
副

題
も
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
社
会

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
は
、
「
い

の
ち
」
・
「
環
境
」
・
「
平
和
」

の
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
、
「
与

え
ら
れ
た
賜
物
で
あ
る
」
と
い
う

神
秘
性
を
見
出
し
て
、
神
・
自

然
・
隣
人
と
の
交
わ
り
を
回
復
さ

せ
て
く
れ
る
「
信
仰
と
い
う
ワ
ク

チ
ン
（
恵
み
）
」
の
存
在
と
効
果

を
、
社
会
に
提
示
す
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
社
会
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
教
会
が
神
の

恵
み
に
よ
っ
て
つ
ね
に
新
た
に
さ

れ
な
が
ら
、
社
会
に
福
音
の
種
を

蒔
き
、
そ
の
芽
を
育
て
、
開
花
さ

せ
て
、
社
会
を
福
音
化
し
て
い

く
、
教
会
の
根
本
的
な
使
命
そ
の

も
の
で
す
。

＊
聖
母
マ
リ
ア
の
取
り
次
ぎ
を
願

い
つ
つ

　
キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
祝
う
喜
び

の
日
々
は
、
五
月
の
聖
母
月
へ
続

い
て
行
き
ま
す
。
「
死
に
打
ち
勝

つ
い
の
ち
の
福
音
を
す
べ
て
の
人

に
も
た
ら
す
た
め
に
」
、
教
会
は

聖
母
マ
リ
ア
を
「
新
し
い
福
音
宣

教
の
星
」
と
仰
ぎ
、
そ
の
取
り
次

ぎ
を
願
う
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
二
〇
一
三
年
十
一
月

に
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
公
布

し
た
『
福
音
の
喜
び
』
の
結
び

（
二
八
七
）
に
提
示
さ
れ
て
い
る

祈
り
を
抜
粋
・
要
約
し
て
、
「
教

区
代
表
者
会
議
」
の
準
備
に
励
む

わ
た
し
た
ち
の
祈
り
と
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

＊
お
知
ら
せ

①
「
国
際
パ
ッ
ク
ス
・
ク
リ
ス

テ
ィ
」
世
界
大
会
の
延
期

（
五
月
）

　
前
回
の
教
区
報
で
お
知
ら
せ
し

て
い
た
五
月
中
旬
に
広
島
で
開
催

予
定
だ
っ
た
同
世
界
大
会
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
大

流
行
に
伴
な
い
、
来
年
の
五
月
に

延
期
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
広
島
で
の
開
催

を
目
指
し
て
準
備
が
進
め
ら
れ
ま

す
。

②
「
す
べ
て
の
い
の
ち
を
守
る
た

め
の
月
間
」

　
同
じ
く
、
前
回
の
教
区
報
で
お

知
ら
せ
し
て
い
た
、
同
月
間
は
、

毎
年
、
九
月
一
日
か
ら
十
月
四
日

（
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

の
記
念
日
）
ま
で
の
期
間
に
設
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
か
ら
始
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
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二
人
の
新
司
祭
、

二
人
の
新
司
祭
、

三
人
の
新
助
祭
が
誕
生

三
人
の
新
助
祭
が
誕
生

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
大
流
行
の
状
況
に
、
三
つ
の
叙
階
式
実
施
の

判
断
が
右
往
左
往
し
た
。
教
区
内
に
感
染
者
が
発
生
し
た
た
め
、
規
模

の
縮
小
な
ど
急
な
変
更
も
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
三
人
の
助
祭
と
二
人
の
司
祭
が
叙

階
の
恵
み
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
三
月
二
十
日
の
司
祭
叙
階
式
で
は
、
遠
方
か
ら
大
型
バ
ス
で
の
参
加

を
見
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
聖
堂
入
口
で
の
除
菌
作

業
な
ど
様
々
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
式
後
に
予
定
さ
れ
て
い
た
祝

賀
会
は
中
止
と
な
っ
た
。
ま
た
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ジ
ャ
ル
ト
新
司
祭
（
淳

心
会
）
の
ご
家
族
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
来
日
で
き
な
か
っ
た
が
、

新
司
祭
た
ち
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、
久
保
裕
己
新
司
祭
の
出

身
地
・
鹿
児
島
で
準
備
さ
れ
た
シ
ス
タ
ー
手
作
り
の
お
菓
子
と
ド
リ
ン

ク
の
手
土
産
が
配
ら
れ
た
。
い
つ
も
と
少
し
様
子
の
違
う
叙
階
式
と

な
っ
た
が
、
マ
ス
ク
越
し
で
も
笑
顔
が
伝
わ
る
喜
び
の
一
日
だ
っ
た
。

司
祭
叙
階
の
恵
み
を
受
け
て

久
保　

裕
己　

新
司
祭

（
広
島
教
区
）

　
こ
の
度
、
白
浜
司
教
様
の
司
式

に
よ
っ
て
司
祭
に
叙
階
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
司
祭
叙
階

が
多
く
の
方
々
の
祈
り
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
た
だ

た
だ
感
動
と
感
謝
の
思
い
が
こ
み

上
げ
る
ば
か
り
で
す
。

　
私
は
司
祭
叙
階
に
至
る
ま
で
に

と
て
も
長
い
回
り
道
を
し
て
参
り

ま
し
た
。
最
初
に
召
命
の
道
を
志

し
た
時
か
ら
既
に
十
九
年
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
長
い
長
い
歩
み
の

中
で
何
度
も
挫
折
を
味
わ
い
、
自

信
を
失
い
、
諦
め
る
と
い
う
考
え

が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
も
の
で
す
。
し

か
し
そ
れ
で
も
多
く
の
方
々
、
特

に
聖
血
礼
拝
会
の
シ
ス
タ
ー
方
に

は
私
の
十
九
年
間
を
通
じ
て
常
に

力
強
く
祈
り
続
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
の
実
り
で
あ
る
よ
う

に
、
神
様
は
困
難
に
会
う
度
に

様
々
な
人
を
通
じ
て
勇
気
を
振
り

絞
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
司
祭
職
の
喜
び
が
今

与
え
ら
れ
て
い
る
と

い
う
事
は
全
て
の
苦

し
み
を
補
っ
て
余
り

あ
る
も
の
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
遠
回
り

を
し
て
き
た
私
で

す
が
、
決
し
て
無

駄
な
歩
み
を
続
け
て

い
た
と
は
思
い
ま
せ

ん
。
多
く
の
困
難
は

私
に
必
要
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
様
々
な

試
練
は
私
に
様
々
な

こ
と
を
学
ば
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
何
よ
り

多
く
の
方
々
の
祈
り

が
私
に
は
必
要
だ
っ

た
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
愛
さ
れ
る

恵
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
愛
を

受
け
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
叙
階
式
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
イ
エ
ズ
ス
会
の
下
関
労
働

教
育
セ
ン
タ
ー
で
叙
階
前
黙
想
を

行
い
、
林
尚
志
神
父
様
に
指
導
し

て
い
た
だ
い
て
い
た
時
、
こ
れ
か

ら
の
私
の
司
祭
像
に
関
し
て
様
々

な
こ
と
を
黙
想
し
て
い
ま
し
た
。

司
祭
と
は
何
な
の
か
、
司
祭
と
は

ど
の
よ
う
に
生
き
る
べ
き
な
の

か
、
司
祭
生
活
で
最
も
気
を
付
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
何
か

等
、
し
か
し
、
何
も
具
体
的
な
答

え
を
見
出
す
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
ん
な
不
安
の
中
で
司
祭

に
叙
階
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
す

が
、
私
の
過
去
を
振
り
返
れ
ば
振

り
返
る
ほ
ど
に
、
そ
の
不
安
は
消

え
て
ゆ
く
の
で
す
。
十
九
年
間
も

私
を
導
き
、
共
に
歩
ん
で
く
だ

さ
っ
た
イ
エ
ス
様
が
、
私
が
司
祭

に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
急
に
離

れ
る
は
ず
が
な
い
。
今
ま
で
、
ど

ん
な
時
も
イ
エ
ス
様
が
共
に
い
て

く
だ
さ
っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
共
に
い
て
く
だ
さ
る

と
い
う
信
頼
だ
け
が
私
を
司
祭
と

し
て
歩
ま
せ
て
く
だ
さ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
共
に
歩
ん
で
く
だ
さ
る
イ
エ
ス

様
と
一
緒
に
司
祭
職
に
努
め
て
い

く
、
こ
れ
が
私
の
歩
む
道
な
の
だ

司祭叙階式の様子（世界平和記念聖堂）

新司祭と司祭団
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と
。
イ
エ
ス
様
が
共
に
歩
ん
で
く

だ
さ
る
の
だ
か
ら
、
私
は
そ
の
愛

に
満
ち
た
恵
み
の
業
に
専
念
す
る

だ
け
で
す
。
そ
れ
は
司
祭
に
し
か

出
来
な
い
事
、
司
祭
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
も
い
え
る
秘
跡
の
執

行
者
と
し
て
の
姿
を
徹
底
的
に
追

い
求
め
て
い
く
こ
と
で
す
。
司
祭

に
叙
階
さ
れ
る
と
多
く
の
仕
事
に

振
り
回
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、
こ
と
秘
跡
に
関
し
て

は
決
し
て
妥
協
せ
ず
、
必
要
な
時

と
場
所
に
い
つ
で
も
向
か
い
、
常

に
全
身
全
霊
で
秘
跡
の
執
行
者
で

あ
り
た
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

イ
エ
ス
様
が
こ
の
私
の
手
足
を
使

い
、
愛
の
業
を
広
め
よ
う
と
し
て

お
ら
れ
る
、
イ
エ
ス
様
の
恵
み
の

道
具
と
し
て
司
祭
職
を
生
涯
全
う

で
き
ま
す
よ
う
に
。

　
最
後
に
、
こ
の
紙
面
を
通
じ
て

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
広
島
教
区

に
は
後
に
続
く
多
く
の
神
学
生
や

助
祭
が
い
ま
す
。
ど
う
か
召
命
の

道
を
歩
み
続
け
る
彼
ら
の
為
に
も

特
別
に
お
祈
り
く
だ
さ
い
。
お
祈

り
だ
け
で
は
な
く
、
声
を
掛
け
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
励
ま
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
時
に
は
美
味
し

い
も
の
を
御
馳
走
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
は
彼
ら
が
未

来
の
秘
跡
の
執
行
者
に
な
る
の
で

す
。
神
学
生
が
い
な
く
な
る
と
未

来
の
司
祭
も
存
在
し
ま
せ
ん
。
皆

様
が
秘
跡
に
預
か
る
機
会
が
少
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
多
く

の
人
々
に
キ
リ
ス
ト
の
愛
の
業
を

広
め
る
た
め
に
も
皆
様
の
協
力
が

必
要
な
の
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

感
謝
の
う
ち
に

ア
ル
ベ
ル
ト		

ジ
ャ
ル
ト		

新
司
祭

（
淳
心
会
）

　
私
に
と
っ
て
召
命
は
、
神
様
と

歩
む
長
い
道
の
り
で
し
た
。
最
初

は
、
神
父
に
な
る
こ
と
は
夢
に
す

ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
司
祭
叙
階
に
向
け
て
神
様
が
私

に
計
り
知
れ
な
い
お
恵
み
を
く
だ

さ
っ
た
お
陰
で
そ
の
夢
が
叶
い
ま

し
た
。

　
今
日
、
司
祭
に
な
る
こ
と
は
、

私
が
一
歩
前
進
し
た
こ
と
で
は
な

い
、
と
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
神
様

だ
け
が
終
わ
り
を
ご
存
じ
で
あ

る
、
人
生
の
長
い
旅
に
お
い
て
、

新
し
い
章
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
私
は
、
こ
の
召
命
を
与
え

て
く
だ
さ
っ
た
神
様
に
、
そ
し
て

私
を
仲
間
に
加
え
て
く
だ
さ
っ
た

淳
心
会
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　
人
間
は
弱
く
、
私
は
一
人
で
歩

む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
私
が
挫
折
し
、
希
望
を
な
く
し

た
時
、
私
を
力
づ
け
て
く
だ
さ
る

周
り
の
人
た
ち
の
助
け
が
い
つ
も

必
要
で
し
た
。
大
き
な
愛
と
祈
り

で
私
を
支
え
続
け
た
私
の
両
親
と

兄
弟
姉
妹
、
親
戚
、
そ
し
て
淳
心

会
の
神
父
様
方
、
友
人
、
信
徒
の

皆
様
、
す
べ
て
の
人
た
ち
に
お
礼

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
お
礼
の
し
る
し
と
し
て
、
私

に
で
き
る
た
だ
一
つ
の
こ
と
は
祈

る
こ
と
で
す
。
皆
様
の
上
に
、
神

様
の
お
恵
み
が
常
に
あ
り
ま
す
よ

う
に
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

召
命
の
種
を
蒔
い
て
く
だ
さ
い

三
篠
教
会
・
召
命
学
校
ス
タ
ッ
フ

伊
藤　

加
恵

　
久
保
さ
ん
！
（
あ
っ
、
も
う
神

父
様
と
お
呼
び
し
な
く
て
は
い
け

な
い
で
す
ね
。
）
司
祭
叙
階
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
き
っ

と
、
何
年
か
た
っ
た
ら
、
こ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
た
年
だ
っ
た
ね
え
、

と
語
り
草
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
叙
階

式
が
延
期
に
な
る
の
で
は
と
、
ひ

や
ひ
や
し
て
い
ま
し
た
。

　
神
父
様
が
広
島
教
区
に
来
ら
れ

た
こ
ろ
「
三
篠
教
会
の
子
ど
も
た

ち
の
教
会
学
校
に
来
て
く
だ
さ
い

ま
せ
ん
か
？
」
と
お
願
い
し
た

ら
、
す
ぐ
に
「
も
ち
ろ
ん
」
と
お

返
事
く
だ
さ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
風
船
を
た
く
さ
ん
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
っ
た
の
を
よ
く
覚

え
て
い
ま
す
。

　
神
父
様
の
印
象
は
そ
の
頃
か
ら

か
ら
ず
っ
と
、
み
ん
な
の
話
を
よ

く
聞
い
て
く
だ
さ
る
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
あ
る
時
、
私
が
神
父
様
に
「
辛

抱
強
い
で
す
ね
。
」
と
言
っ
た

ら
、
笑
い
な
が
ら
「
そ
う
じ
ゃ
な

か
っ
た
ら
、
と
っ
く
に
こ
の
道
や

め
て
い
ま
す
。
」
と
言
わ
れ
た
の

を
、
覚
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
？
こ

れ
か
ら
の
道
も
、
き
っ
と
辛
抱
だ

ら
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
力
強

く
歩
ん
で
い
か
れ
ま
す
よ
う
、
お

祈
り
し
て
い
ま
す
。

　
神
父
様
と
召
命
学
校
、
練
成

会
、
中
ブ
ロ
な
ど
を
通
し
て
一
緒

に
す
ご
し
た
子
供
た
ち
の
中
に

も
、
こ
の
お
恵
み
を
目
に
焼
き
つ

け
、
自
身
の
中
に
召
命
の
つ
ぼ
み

を
つ
け
、
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る

子
が
き
っ
と
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
今
日
の
こ
の
お
恵
み
の
種
を

こ
れ
か
ら
も
蒔
き
続
け
て
く
だ
さ

い
。

　
本
当
に
、
本
当
に
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

心
か
ら
祈
り
応
援
し
て
い
ま
す

倉
敷
教
会　

岡
野　

敏
郎

　
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ジ
ャ
ル
ト
さ
ん

司
祭
叙
階
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
で
の
ご
活

躍
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
の
司
祭
叙
階
式
は
、

私
た
ち
の
記
憶
に
深
く
刻
ま
れ
る歓迎のあいさつ

新司祭として共にミサを捧げた



( 6 )カトリック　広　島　教　区　報2020 年 4 月 12 日  120 号

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
三
月
に
な

り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
全
世
界
を
席
巻
し
て
い
ま
す
。

感
染
予
防
の
た
め
、
人
が
集
ま
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
次
々
に
中
止
や

延
期
を
さ
れ
、
ミ
サ
を
中
止
す
る

教
会
が
出
る
中
で
の
新
司
祭
誕
生

で
し
た
。
二
〇
一
八
年
十
二
月
七

日
に
倉
敷
に
神
学
生
と
し
て
来
ら

れ
て
～
助
祭
叙
階
～
今
日
ま
で
の

一
年
四
か
月
余
り
倉
敷
市
内
の
水

島
・
玉
島
・
倉
敷
の
三
教
会
に
関

わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ご
本

人
は
、
日
本
語
を
わ
か
り
や
す
く

上
手
に
話
さ
れ
、
と
て
も
優
し
く

温
厚
な
方
で
す
。
教
会
の
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、
ピ
ア
ノ
演
奏
を
披

露
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
是

非
、
三
教
会
の
多
く
の
信
者
で
お

祝
い
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
大

型
バ
ス
で
の
参
加
は
断
念
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
彼

の
母
国
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

す
。
倉
敷
教
会
な
ど
に
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
若
者
が
数
人
来
て
お

り
、
相
談
相
手
と
し
て
頼
り
に
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
頃
拝
見
し
て
い

る
姿
か
ら
、
素
晴
ら
し
い
司
祭
に

な
る
こ
と
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

倉
敷
か
ら
離
れ
る
の
は
残
念
で
す

が
、
皆
で
心
か
ら
祈
り
応
援
し
て

い
ま
す
。
フ
レ
ー
フ
レ
ー
、
ア
ル

ベ
ル
ト

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

呉
教
会　

諌
山　

愛
子

　　
久
保
助
祭
の
司
祭
叙
階
は
、
二

年
近
く
共
に
過
ご
し
た
呉
教
会
の

信
徒
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で

す
。

　
初
め
て
お
会
い
し
た
時
は
ま
だ

神
学
生
で
、
大
き
な
声
と
満
面
の

笑
み
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
し
て

神
学
生
に
し
て
は
落
ち
着
い
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
神
学
校
に
お
ら

れ
た
た
め
、
英
語
が
上
手
で
、
外

国
籍
の
方
々
か
ら
、
と
て
も
頼
り

に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
教
会
学
校
で
は
、
神
様
の
こ
と

や
お
祈
り
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
る
先
生
で
あ
り
、
時
に
は
思
い

き
り
遊
ん
で
く
れ
る
お
兄
さ
ん
の

よ
う
な
存
在
で
、
子
ど
も
達
か
ら

慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
西
日
本
豪
雨
災
害
の
時
に
は
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
立
ち
上
げ
か
ら
運
営
ま
で

中
心
と
な
っ
て
働
き
、
大
変
ご
苦

労
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
被
災
地

の
た
め
に
喜
ん
で
奉
仕
す
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

　
司
祭
を
志
し
て
か
ら
こ
れ
ま

で
、
長
い
年
月
を
経
て
こ
ら
れ
た

と
伺
い
ま
し
た
。
（
神
学
生
に
し

て
は
落
ち
着
い
て
い
た
の
は
そ
の

せ
い
か
と
納
得
し
ま
し
た
）
そ
の

道
の
り
に
つ
い
て
「
遠
回
り
し
て

き
た
が
、
な
り
た
い
と
い
う
強
い

思
い
は
私
の
も
の
で
は
な
い
、
神

様
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
神
様
か
ら
決
し
て

諦
め
な
い
強
い
心
を
い
た
だ
い
た

久
保
助
祭
は
き
っ
と
素
晴
ら
し
い

神
父
様
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

久
保
新
司
祭
に
思
う
こ
と

岡
山
南
教
会　

山
村　

枝
光

＊
初
め
て
の
出
会
い

　
岡
山
教
会
に
赴
任
さ
れ
私
達
の

南
教
会
に
も
来
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
ミ
サ
中
に
助
祭
と
し
て
働
か

れ
、
特
に
ミ
サ
中
の
説
教
は
子
ど

も
達
に
も
判
り
や
す
く
、
丁
寧
、

そ
し
て
ユ
ー
モ
ア
と
例
え
を
交
え

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
月
何
回

か
の
集
会
祭
儀
と
、
子
ど
も
達
の

堅
信
準
備
の
要
理
勉
強
指
導
と
、

ミ
サ
後
の
信
徒
と
の
分
か
ち
合
い

に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
い
つ

も
和
や
か
に
信
徒
が
疑
問
に
思
う

こ
と
に
答
え
、
日
常
生
活
の
出
来

事
な
ど
も
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

＊
久
保
裕
己
司
祭
誕
生
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
両
親
が
大
事
に
お
育
て
に

な
っ
た
息
子
さ
ん
が
司
祭
職
を
希

望
し
果
敢
に
挑
戦
し
掴
み
取
る
様

を
見
て
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
と
健
康
を

祈
る
日
々
が
続
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
達
信
徒
は
送
り
出

さ
れ
た
ご
両
親
ご
家
族
に
感
謝
、

感
謝
、
感
謝
な
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
私
達
信
徒
も
健
康
と

活
躍
を
祈
り
続
け
教
会
共
同
体
を

通
し
て
生
涯
を
共
に
す
る
の
で

す
。

　
話
は
突
然
変
わ
り
ま
す
が
、
住

ん
で
い
る
近
く
に
工
事
中
の
橋
が

あ
り
、
橋
脚
は
す
で
に
完
成
し

今
、
鋼
製
桁
を
繋
い
で
い
ま
す
。

数
百
メ
ー
ト
ル
あ
る
対
岸
両
端
か

ら
一
ピ
ー
ス
数
拾
ト
ン
も
あ
る
鋼

製
桁
を
数
百
本
の
ボ
ル
ト
で
繋
ぎ

残
り
中
央
の
ピ
ー
ス
を
セ
ッ
ト
し

て
、
一
本
の
桁
と
な
っ
た
。
最
初

に
据
え
る
両
岸
の
一
ピ
ー
ス
が
ど

れ
ほ
ど
重
要
か
素
人
で
も
判
る
。

設
置
場
所
が
一
セ
ン
チ
、
高
さ
、

水
平
角
・
仰
角
が
狂
え
ば
中
央
で

交
わ
ら
な
い
。
全
て
が
一
致
し
作

業
が
順
調
で
な
け
れ
ば
、
安
心
安

全
が
保
た
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　
人
を
獲
る
、
守
る
、
教
え
を
説

く
、
人
と
交
わ
る
仕
事
は
特
に
難

し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
寸
分

違
わ
ず
ま
た
工
程
通
に
運
ば
な
く

て
も
よ
い
の
で
す
か
ら
、
気
持
ち

を
楽
に
余
裕
を
持
っ
て
望
ん
で
く

だ
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
人
は
、
柔
軟
で
す
。
た
だ
時
間

が
必
要
で
す
。
少
々
の
こ
と
は
何

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
困
難
な
こ
と

は
時
間
が
た
て
ば
少
な
か
ら
ず
解

消
し
て
ゆ
き
ま
す
。
小
教
区
で
は

そ
の
人
の
タ
レ
ン
ト
を
見
極
め
て

く
だ
さ
い
。
私
達
信
徒
に
今
ま
で

以
上
に
寄
り
添
っ
て
励
ま
し
て
下

さ
い
。
高
齢
化
と
少
子
化
が
進
ん

で
い
る
今
、
若
さ
と
力
と
気
力
と

笑
顔
を
与
え
て
く
だ
さ
い
。

　
毎
週
日
曜
日
の
楽
し
い
説
教
を

こ
れ
か
ら
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

＊
子
ど
も
達
の
お
め
で
と
う
コ
メ

ン
ト

子
ど
も
①
久
保
助
祭
さ
ん
へ
堅

参列した会衆

2人の新司祭
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信
の
勉
強
を
教
え
て
く
れ
て

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
神

父
に
な
る
の 

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
②
久
保
助
祭
さ
ん
へ
勉

強
を
教
え
て
く
れ
て
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
③
久
保
助
祭
さ
ん
へ
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
堅

信
の
時
に
勉
強
を
教
え
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
④
久
保
助
祭
さ
ん
へ
何

時
も
解
り
や
す
く
勉
強
を
教

え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
あ
と
神
父
様
に

な
る
の 

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ

ん
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

＊
再
度
、
久
保
裕
己
神
父
誕
生
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
度
の
司
祭
叙
階
が
、
あ
な

た
の
召
命
の
帰
結
に
な
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
宜
し
く
小
教
区
の
お

付
き
合
い
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す

朴パ
ク　

根ク
ン
ベ培　

新
助
祭

（
広
島
教
区
）

　
こ
の
二
月
十
一
日
に
助
祭
叙
階

を
頂
い
た
使
徒
ヨ
ハ
ネ
朴
根
培
助

祭
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
に
助
祭
職

を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
イ
エ
ス
様

と
司
教
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。
そ
し
て
、
私
の
助
祭
叙

階
式
に
お
祝
い
に
来
て
く
だ
さ
っ

た
多
く
の
神
父
様
と
信
者
の
方
々

に
感
謝
の
言
葉
を
お
伝
え
し
た
い

で
す
。
ま
た
、
私
の
出
身
教
会
で

あ
る
観
音
町
教
会
の
主
任
神
父
様

と
信
者
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し

あ
げ
た
い
で
す
。
特
に
観
音
町
教

会
の
助
祭
叙
階
式
委
員
会
の
委
員

お
一
人
お
一
人
に
ご
感
謝
の
言
葉

を
申
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
ま
で
足
り
な
い
私
に
示
し
て

く
だ
さ
っ
た
司
教
様
と
神
父
様
、

信
者
の
方
々
の
暖
か
い
愛
に
報
い

る
た
め
に
、
も
っ
と
謙
虚
な
気
持

ち
で
祈
り
な
が
ら
生
き
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

助
祭
叙
階
の
恵
み
を
受
け
て

三
宅　

仁
孝　

新
助
祭

（
広
島
教
区
）

　
三
月
一
日
、
倉
敷
教
会
に
お
い

て
助
祭
叙
階
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
広

が
っ
て
い
る
状
況
の
中
、
叙
階
式

に
は
二
百
名
を
超
え
る
方
が
集

ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
司
祭
召
命
を
感
じ
、
神
学
生
に

な
り
、
七
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
の
人
生
で
は
大
き
な
変
化

を
感
じ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
の
で

す
が
、
神
学
院
に
入
学
し
て
か
ら

は
、
そ
れ
ま
で
が
嘘
の
よ
う
に
、

様
々
な
こ
と
が
身
の
回
り
で
起
こ

り
ま
し
た
。
特
に
、
入
学
や
復
学

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
身
内
の
不
幸
が

重
な
っ
た
時
な
ど
は
、
本
当
に
こ

の
道
を
進
ん
で
い
て
よ
い
の
か
と

悩
み
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
未
だ

に
、
自
分
の
中
で
全
て
を
消
化
し

き
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

司
祭
召
命
の
道
は
、
助
祭
叙
階
の

恵
み
を
受
け
る
と
こ
ろ
ま
で
進
み

ま
し
た
。
神
様
の
恵
み
の
中
で
、

ま
た
司
教
様
を
は
じ
め
と
し
た
教

区
の
神
父
様
方
、
そ
し
て
信
徒
の

皆
様
に
見
守
ら
れ
、
支
え
ら
れ
て

き
た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
こ
ら

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
以
上

に
、
祈
り
と
奉
仕
を
行
う
中
で
、

神
様
の
望
み
を
実
践
し
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆

様
の
祈
り
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

神
様
の
子
ど
も
と
し
て

シ
ル
ベ
ス
タ　

新
助
祭

（
淳
心
会
）

　
今
日
は
神
様
の
愛
と
慈
し
み
に

よ
っ
て
、
私
達
は
助
祭
叙
階
の
恵

み
を
頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
召

命
を
受
け
て
か
ら
今
日
に
至
る
ま

で
、
私
達
と
共
に
い
て
、
導
い
て

下
さ
っ
た
神
様
に
感
謝
致
し
ま

す
。
そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
騒
ぎ
の
中
で
、
こ
の
助
祭

叙
階
の
恵
み
を
授
け
て
下
さ
っ
た

白
浜
司
教
様
に
感
謝
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
い
つ
も
神
様
の
愛
の
あ

か
し
び
と
に
成
る
た
め
に
、
私
達

を
励
ま
し
、
祈
っ
て
下
さ
る
司
祭

の
皆
さ
ん
と
信
徒
の
皆
さ
ん
に
対

し
ま
し
て
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯

で
す
。
私
達
が
皆
に
仕
え
る
司

祭
、
教
会
に
仕
え
る
司
祭
と
成
り

ま
す
様
に
、
引
き
続
き
、
お
祈
り

と
励
ま
し
を
今
ま
で
以
上
に
お
願

い
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
力
を
合
わ
せ

て
、
一
緒
に
神
様
の
子
ど
も
と
し

て
も
っ
と
宣
教
活
動
す
る
教
会
を

築
く
事
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。
そ

し
て
、
召
命
の
た
め
に
祈
り
ま

す
。
今
後
神
様
の
呼
び
か
け
に
自

由
に
答
え
る
人
々
が
増
え
て
下
さ

る
よ
う
に
。

　
広
島
教
区
の
神
学
生
は
、
教
区

内
の
教
会
出
身
者
と
教
区
外
の
出

身
者
が
い
る
。
教
区
外
か
ら
の
神

学
生
に
は
、
教
区
内
に
「
お
世
話

朴助祭の叙階式　観音町教会

三宅助祭、シルベスタ助祭の叙階式　倉敷教会
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「
召
し
出
し
」

　
召
命
学
校　

ミ
カ
エ
ル
金キ
ム

起キ
フ
ァ
ン煥
神
父

　
二
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
四

日
に
か
け
て
十
代
ク
ラ
ス
の
召

命
学
校
が
あ
り
ま
し
た
。
十
八

名
の
大
切
な
青
少
年
た
ち
が
参

加
し
て
幟
町
の
聖
母
幼
稚
園
の

ラ
サ
ー
ル
館
に
集
ま
り
ま
し

た
。

　
初
日
は
、
広
島
教
区
の
三
人

の
神
学
生
た
ち
の
召
し
出
し
に

つ
い
て
の
お
話
し
を
聞
き
、
神

様
の
呼
び
出
し
へ
答
え
る
こ
と

を
一
緒
に
考
え
る
良
い
時
間
に

な
り
ま
し
た
。
夜
に
は
テ
ー
ゼ

で
お
祈
り
の
中
で
留
ま
る
体
験

も
し
ま
し
た
。
簡
潔
な
お
祈
り

の
歌
詞
を
繰
り
返
し
な
が
ら
声

を
ど
ん
ど
ん
張
っ
て
神
様
に
向

か
っ
て
心
を
開
く
こ
と
、
そ
の

開
か
れ
た
心
の
中
へ
神
様
の
声

が
ま
た
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。

　
翌
日
に
は
、
教
区
の
司
教
座

聖
堂
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
建

物
と
し
て
の
聖
堂
を
理
解
し
つ

つ
、
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
信

仰
の
表
現
（Sym

bol

）
を
発

見
す
る
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
と
て
も
特
別
な
体
験

が
で
き
ま
し
た
。
神
様
か
ら
の

「
召
し
出
し
」
に

答
え
る
も
の
と
し

て
、
司
教
座
聖
堂

の
内
陣
に
上
り
、

祭
壇
を
囲
ん
で
ミ
サ
を
さ
さ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
祭
壇
の
天
井
に
は
ド
ー
ム
の

形
の
窓
が
あ
り
、
祭
壇
と
そ
の

周
り
を
照
ら
し
て
い
ま
し
た
。

祭
壇
を
囲
ん
で
い
る
皆
は
そ
の

光
の
中
で
留
ま
り
、
何
も
隠
す

こ
と
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
の
自

分
自
身
で
神
様
と
出
会
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
十
代
ク
ラ
ス
の
召
命
学
校
は

毎
年
二
回
行
わ
れ
ま
す
。
日
常

か
ら
少
し
離
れ
て
神
様
と
仲
間

た
ち
と
一
緒
に
過
ご
す
と
て
も

良
い
時
間
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
た

く
さ
ん
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

お
祈
り
の
中
で
皆
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

世界平和記念聖堂の祭壇前で

2020年3月19日

全国の信者の皆様
広島教区　司教　白浜　満

津和野教会　主任司祭　山根敏身

5月3日　津和野・乙女峠まつりの中止について

＋主の平和
　春分の日を前に、温かい陽気が感じられるこの頃
ですが、お変わりなくお過ごしでしょうか。
　さて、世界的大流行という事態になった新型コロ
ナウイル感染の予防のために、今年5月3日に予定さ
れていた津和野・乙女峠まつり（前夜祭を含めて）
を、今年は中止させていただくことになりました。
参加を検討し、すでに諸準備をしておられた皆様
に、心よりお詫び申し上げます。本当に申し訳あり
ません。
　広島教区では、皆様の声望に応えるべく、津和野
の証し人の列聖の第一段階である列福調査のため、
毎月、委員会を開催して申請の準備をおこなってい
ます。 一日も早い列福・列聖のために、今後とも、
皆様のご支援をよろしくお願い申し上げます。
　教会の保護者である聖ヨセフの祭日に当たり、新
型コロナウイル感染症の一日も早い収束のために、
皆様と心を合わせて、聖ヨセフと聖マリアの取り次
ぎを願いたいと思います。

教
会
」
が
あ
り
、
神
学
院
の
休
暇

な
ど
で
帰
る
場
所
で
も
あ
る
。
信

徒
の
皆
さ
ま
に
長
い
神
学
生
生
活

を
見
守
り
、
ま
た
様
々
な
面
で
支

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
以
前
は
司
教
座
聖
堂
で
執
り

行
わ
れ
て
い
た
助
祭
叙
階
式
を
、

出
身
教
会
や
お
世
話
教
会
で
行
う

こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
。

　
二
月
十
一
日
に
韓
国
出
身
の
朴

根
培
神
学
生
が
お
世
話
教
会
の
観

音
町
教
会
で
、
三
月
一
日
に
は
三

宅
仁
孝
神
学
生
が
出
身
の
倉
敷
教

会
で
、
シ
ル
ベ
ス
タ
神
学
生
（
淳

心
会
）
と
一
緒
に
助
祭
に
叙
階
さ

れ
た
。
助
祭
叙
階
式
は
、
ミ
サ
の

典
礼
以
外
は
基
本
的
に
そ
の
該
当

教
会
に
す
べ
て
を
お
任
せ
し
て
い

る
。
滅
多
に
な
い
こ
と
な
の
で
、

ど
の
教
会
に
と
っ
て
も
準
備
が
と

て
も
大
変
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
う
ち
の
子
の
…
」
の
気
持
ち
で

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

　
観
音
町
教
会
で
は
、
日
ご
ろ
か

ら
の
炊
き
出
し
の
経
験
を
活
か
し

た
具
沢
山
の
豚
汁
を
は
じ
め
、
机

い
っ
ぱ
い
の
お
も
て
な
し
料
理
が

並
ん
だ
。
早
朝
に
も
関
わ
ら
ず
、

係
り
の
皆
さ
ま
が
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
そ
う
に
準
備
さ
れ
て
い
た

の
で
嬉
し
く
思
っ
た
。

　
長
年
、
淳
心
会
の
司
牧
実
習
教

会
で
あ
る
倉
敷
教
会
は
、
助
祭
叙

階
式
の
経
験
が
豊
富
で
あ
る
。
今

回
、
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
急
に

パ
ー
テ
ィ
が
中
止
に
な
っ
て
も
、

参
列
者
に
手
作
り
弁
当
の
お
土
産

を
準
備
す
る
な
ど
、
臨
機
応
変
に

対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
「
慣
れ

て
い
る
か
ら
大
丈
夫
で
す
よ
。
」

の
言
葉
も
心
強
か
っ
た
。

　
叙
階
式
で
そ
れ
ぞ
れ
準
備
に
携

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
広
島
教
区
の
神
学
生
は
現
在

四
名
。
出
身
教
会
、
お
世
話
教
会

の
皆
さ
ま
！
「
そ
の
時
」
が
来
ま

し
た
ら
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
（
編
集
部
）
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広
島
教
区
百
年
の

　
　
歩
み
を
た
ど
る
（１）

　
明
治
期
の
本
州
西
部
へ
の
宣

教
活
動
再
開
は
、
一
八
六
八
年

の
兵
庫
・
大
阪
開
港
の
後
、
外

人
居
留
地
内
か
ら
。
そ
の
後
中

国
地
方
再
宣
教
は
一
八
八
〇
年

の
岡
山
か
ら
始
ま
っ
た
。
掲
載

の
図
は
、
日
本
の
十
六
教
区
が

ど
の
よ
う
に
し
て
出
来
上
が
っ

て
い
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。

特
に
広
島
以
外
の
教
区
に
疎
い

私
た
ち
は
、
設
立
以
前
か
ら
の

教
区
の
変
遷
は
興
味
を
持
っ
て

見
て
頂
け
る
こ
と
と
思
う
。

　
広
島
教
区
設
立
以
前
の
中
国

地
方
の
司
牧
は
、
パ
リ
外
国

宣
教
会
が
担
っ
て
い
た
が
、

一
九
二
三
年
の
広
島
使
徒
座
代

理
区
設
立
を
機
に
イ
エ
ズ
ス
会

と
交
代
し
た
。
一
九
五
一
年
か

ら
淳
心
会
が
教
区
東
部
の
司
牧

に
加
わ
り
、
一
九
五
九
年
司
教

区
昇
格
し
、
野
口
司
教
が
着
座

し
た
。

　
来
る
二
〇
二
三
年
の
教
区
設

立
百
周
年
を
前
に
、
「
広
島
教

区
百
年
史
（
仮
称
）
」
の
編
纂

を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
中
で

皆
様
方
に
興
味
を
も
っ
て
読
ん

で
頂
け
る
よ
う
な
記
事
を
、
今

後
随
時
掲
載
し
た
い
。

（
教
区
百
年
史
編
纂
委
）

＊
異
動
時
期
は
い
ず
れ
も
復
活

祭
明
け
か
ら

《
イ
エ
ズ
ス
会
》

外
川
直
見
神
父

　
山
口
助
任
←
教
区
外

《
淳
心
会
》

ア
ン
リ
神
父

　
倉
敷
・
玉
島
主
任

←
倉
敷
・
玉
島
・
水
島
主
任

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
神
父

　
三
原
主
任←

福
山
・
尾
道
助
任

レ
イ
モ
ン
ド
神
父 

　

　
倉
敷
・
玉
島
助
任

←
倉
敷
・
玉
島
・
水
島
助
任

バ
ー
ト
神
父

　
呉
主
任
←
幟
町
助
任

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ジ
ャ
ル
ト
神
父

　
岡
山
・
岡
山
南
助
任

（
新
司
祭
）

《
ミ
ラ
ノ
宣
教
会
》

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ベ
ッ
ラ
神
父

　
翠
町
主
任
←
翠
町
・
呉
主
任

ア
ル
ナ
ル
ド
神
父

　
尾
道
・
三
次
主
任

←
福
山
・
尾
道
主
任

ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
神
父

　
教
区
外
へ

←
岡
山
・
岡
山
南
助
任

《
釜
山
教
区
司
祭
》

沈シ
ム

相サ
ン
ユ
ン潤

神
父

　
日
本
語
研
修
・
司
教
館
在

←
釜
山
教
区

《
教
区
司
祭
》

瀧
井
英
昭
神
父

　
観
音
町
主
任

←
岡
山
・
岡
山
南
主
任

野
中
泉
神
父

　
三
篠
主
任
・
司
教
館
在

←
観
音
町
主
任

後
藤
正
史
神
父

　
教
区
外
へ
←
松
江
主
任

西
江
和
司
神
父

　
玉
野
主
任
←
三
原
主
任

服
部
大
介
神
父

　
岡
山
・
岡
山
南
主
任

←
三
篠
主
任

猪
口
大
記
神
父

　
福
山
主
任
←
玉
野
主
任

ロ
イ
神
父

　
水
島
主
任

←
倉
敷
・
玉
島
・
水
島
助
任

金キ
ム

起キ
フ
ァ
ン煥

神
父

　
松
江
・
出
雲
主
任

←
三
次
・
出
雲
主
任

久
保
裕
己
神
父

　
幟
町
助
任
（
新
司
祭
）

広
島
教
区　

司
祭
人
事
異
動
（
新
任
地 

←
前
任
地
）
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地
区
便
り

地
区
便
り

56

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

「
出
会
い
か
ら
の
学
び
」

　
私
は
、
二
〇
一
七
年
四
月
か
ら

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
の
運
営

委
員
を
し
て
い
る
村
岡
信
慎
と
申

し
ま
す
。
福
岡
市
在
住
で
す
が
、

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
少
し
携
わ
ら

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー

に
関
わ
り
始
め
て
か
ら
在
日
韓

国
・
朝
鮮
人
の
方
々
や
韓
国
人
の

方
々
と
会
う
機
会
が
と
て
も
多
く

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
人
生
の

中
で
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
在
日
の

方
々
や
韓
国
の
方
々
と
関
わ
ら
せ

て
頂
い
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。

　
二
〇
一
九
年
三
月
一
日
、
日
本

統
治
時
代
の
朝
鮮
で
発
生
し
た
大

日
本
帝
国
か
ら
の
独
立
運
動
、三
・

一
独
立
運
動
か
ら
百
周
年
の
日

に
、
下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
で

「
三
・
一
独
立
運
動
百
周
年
に
共
に

学
ぼ
う
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

師
の
先
生
を
招
き
、
勉
強
会
を
開

き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
こ
の
一
年

間
、
セ
ン
タ
ー
で
は
韓
国
・
朝
鮮

に
関
す
る
「
在
日
一
世
の
聞
き
書

き
を
読
む
会
」、「
あ
な
た
の
知
ら

な
い
日
清
戦
争
」、「
強
制
連
行
の

場
、
北
九
州
・
筑
豊
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
」、「
日
韓
請
求
権
協
定
の

本
当
の
姿
と
は
」、「
韓
国
併
合
条

約
は
有
効
だ
っ
た
の
か
」
な
ど
の

テ
ー
マ
で
講
演
会
や
勉
強
会
を
催

し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
講
演
会
や
勉
強
会
に
参

加
し
て
、
少
な
か
ら
ず
自
分
が
い

か
に
無
知
で
無
関
心
だ
っ
た
の
か

を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
る
日
、
韓
国
人
の
神
父
が
私

に
「
ミ
ス
タ
ー
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
と

い
う
ド
ラ
マ
を
見
る
と
い
い
よ
」

と
勧
め
ら
れ
て
初
め
て
韓
国
の
ド

ラ
マ
を
見
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど

時
代
背
景
が
セ
ン
タ
ー
で
催
さ
れ

て
き
た
テ
ー
マ
と
近
く
、
こ
の
ド

ラ
マ
を
通
し
て
、
自
分
の
中
に
今

ま
で
知
っ
た
こ
と
が
繋
が
っ
て

い
っ
た
感
じ
を
受
け
ま
し
た
。
そ

し
て
在
日
の
方
々
、
韓
国
・
朝
鮮

の
方
々
が
ど
れ
だ
け
苦
し
み
を
体

験
し
た
の
か
、
更
に
深
ま
り
ま
し

た
。

　
私
は
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
在
日

の
方
々
と
出
会
い
、
沢
山
の
こ
と

を
学
ん
で
い
ま
す
。
私
は
日
本
人

と
し
て
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
者
と
し

て
彼
ら
の
苦
し
み
と
喜
び
と
共

に
、
一
緒
に
こ
れ
か
ら
も
歩
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（ 

村
岡
　
信
慎
）

広
島
地
区

＊
「
平
和
ア
ピ
ー
ル1981

」

記
念
行
事　

広
島
地
区

　
去
る
二
月
二
十
三
日
、
広

島
地
区
の
「
平
和
ア
ピ
ー
ル

1981

」
行
事
と
し
て
、
女
優

の
高
田
敏
江
さ
ん
に
よ
る
「
夏

の
雲
は
忘
れ
な
い
」
の
朗
読

（
劇
か
ら
の
抜
粋
）
が
、
世
界

平
和
記
念
聖
堂
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
高
田
さ
ん
は
、
こ

の
劇
を
女
優
仲
間
た
ち
と
長
年

上
演
し
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
広
島
で
は
公
立
学
校
で
の

上
演
も
し
、
生
徒
も
参
加
し

て
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実

現
へ
の
思
い
を
、
世
代
を
超
え

て
共
有
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
日
は
、
上
垣
内
寿
光
さ
ん
に

よ
る
ギ
タ
ー
の
演
奏
に
あ
わ
せ

て
、
広
島
と
長
崎
の
被
爆
者
の

方
、
家
族
や
先
生
た
ち
が
残
さ

れ
た
手
記
が
読
ま
れ
ま
し
た
。

一
行
一
行
、
読
ま
れ
る
た
び
に

目
の
前
に
あ
の
時
の
光
景
が
浮

か
び
上
が
り
、
自
然
と
手
記
の

書
き
手
と
心
が
一
つ
に
な
る
よ

う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
す
す
り
泣
く
声
が

聞
こ
え
ま
し
た
。
最
後
に
読
ま

れ
た
の
は
、
原
民
喜
の
「
永
遠

の
み
ど
り
」
。
偶
然
に
も
聖
堂

が
建
っ
て
い
る
こ
の
土
地
は
、

原
家
の
も
の
だ
っ
た
と
か
。
死

と
焔
の
記
憶
に
　
よ
き
祈
よ
　

こ
も
れ
…
こ
の
聖
堂
か
ら
の
祈

り
が
全
世
界
に
届
き
ま
す
よ
う

に
。

＊
「
平
和
ア
ピ
ー
ル1981

」

記
念
行
事　

岡
山
鳥
取
地
区

　
二
月
二
十
三
日
、
教
皇
ヨ

ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
「
平
和

ア
ピ
ー
ル1

9
8

1

」
記
念
行

事
を
、
岡
山
鳥
取
地
区
で

は
講
師
と
し
て
中
井
淳
神

父
様
（
下
関
労
働
教
育
セ
ン

タ
ー
）
を
む
か
え
、
「
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
平
和
と
思

想
」
と
題
し
、
津
山
教
会
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
講
話
は
、
教
皇
様
の
東
京

ド
ー
ム
で
の
逸
話
や
来
日
さ
れ

た
の
は
東
ア
ジ
ア
が
危
な
い
と

い
う
神
の
声
を
聞
い
て
来
ら
れ

た
。
神
の
憐
れ
み
と
神
の
手
が

日
本
に
伸
び
た
と
言
わ
れ
ま
し

た
。

　
そ
し
て
教
皇
の
平
和
の
思
想

に
つ
い
て
、
教
皇
に
選
出
さ
れ

て
最
初
の
文
章
を
も
と
に
、

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
現
実
」

「
対
立
よ
り
一
致
」
「
部
分
よ

り
全
体
」
「
空
間
よ
り
時
間
」

等
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
神
の
武
器
は
「
祈

り
・
忍
耐
・
赦
し
」
で
す
と
言

わ
れ
ま
し
た
。

＊
「
教
会
に
来
ら
れ
な
い
人
に

ど
う
よ
び
か
け
て
い
く
か
」
山

口
島
根
地
区
福
祉
部
研
修
会

岡
山
鳥
取
地
区

山
口
島
根
地
区

高田敏江さんと上垣内寿光さん

中井淳神父



( 11 ) カトリック　広　島　教　区　報 2020 年 4 月 12 日  120 号

　
最
近
、
日
本
は
社
会
に
お
い
て

も
、
教
会
に
お
い
て
も
た
く
さ
ん

の
外
国
人
を
む
か
え
て
い
ま
す
。

平
日
に
会
社
で
働
き
、
日
曜
日
に

休
み
の
日
な
の
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク

信
者
が
教
会
に
来
て
ミ
サ
に
あ
ず

か
り
ま
す
。
ミ
サ
で
は
た
く
さ
ん

の
外
国
人
の
姿
を
見
て
、
多
言
語

で
祈
り
を
通
し
て
神
の
家
族
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
際
ミ
サ
の
時
に
そ
れ
ぞ
れ
国

の
文
化
を
お
互
い
に
交
流
す
る
こ

と
も
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
来
ま

し
た
。
文
化
・
習
慣
・
言
語
は
違

い
ま
す
が
、
す
べ
て
を
乗
り
越
え

て
、
信
仰
の
う
ち
に
わ
た
し
た
ち

キ
リ
ス
ト
者
が
、
キ
リ
ス
ト
に
お

い
て
一
つ
と
な
る
よ
う
に
招
か
れ

て
い
ま
す
。

　
教
会
は
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
々

が
、
地
域
、
生
活
習
慣
、
文
化
の

違
い
を
超
え
て
、
互
い
の
相
違
を

包
容
し
て
い
く
べ
き
共
同
体
で

す
。
互
い
の
違
い
か
ら
生
じ
る
痛

み
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
共

同
体
と
し
て
回
心
の
機
会
が
与
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
回
心
を
伴
う
関

わ
り
に
よ
っ
て
、
教
会
共
同
体
は

多
様
性
に
よ
る
豊
か
さ
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ

の
よ
う
な
違
い
を
通

し
て
生
き
よ
う
と
努

力
す
る
こ
と
は
、
共

に
生
き
る
新
し
い
社

会
、
文
化
を
生
み
出

す
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
と
っ
て
、
誰

も
が
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
兄
弟
姉

妹
な
の
で
す
。
日
本
の
教
会
は
、

神
の
家
族
と
し
て
、
難
民
移
住
移

動
者
と
共
に
教
会
を
作
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
違
い
を
越
え
て
、
ひ
と
つ

の
共
同
体
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く

努
力
に
よ
り
、
普
遍
的
な
教
会
を

社
会
に
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
更
に
、
異
な
る
国
籍
の

人
々
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
新

し
い
人
間
性
を
築
い
て
い
く
神
の

国
を
証
し
て
い
き
ま
す
。

　
広
島
の
教
会
共
同
体
が
、
多
国

籍
・
多
文
化
の
共
同
体
で
あ
る
こ

と
を
証
で
き
る
よ
う
に
更
に
努
力

し
て
い
く
教
会
と
な
る
よ
う
に
働

き
か
け
、
声
を
掛
け
合
っ
て
い
ま

す
。
外
国
人
は
国
籍
に
関
わ
る
こ

と
な
く
小
教
区
の
一
員
で
あ
る
の

で
、
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
よ
う
に
招
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
永
住
権
を
持
ち
、
長

年
日
本
に
住
む
者
が
共
同
体
を
共

に
作
っ
て
い
く
責
任
が
あ
る
の

で
、
で
き
る
だ
け
小
教
区
に
籍
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
岡
山
鳥
取
地
区
に
お
い

て
小
教
区
の
日
本
語
ミ
サ
の
中

で
、
聖
書
朗
読
と
共
同
祈
願
を
行

う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
努
力

を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
、
各

小
教
区
で
日
本
語
教
室
を
開
き
、

共
に
日
本
語
・
日
本
の
文
化
・
習

慣
な
ど
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
岡
山
教
会
、
倉
敷
教

会
、
玉
野
教
会
、
水
島
教
会
、
津

山
教
会
で
日
本
語
教
室
を
開
き
多

く
の
外
国
籍
の
人
た
ち
が
参
加

し
て
い
ま
す
。
更
に
、
教
会
に

来
ら
れ
な
い
人
た
ち
は
ネ
ッ
ト

で
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
）
で
日
本
語
を
学
ん
で

い
る
者
も
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
で
、
広
島
教

区
で
は
国
際
共
同
体
と
し
て
、
多

言
語
、
多
文
化
で
あ
る
こ
と
を
証

し
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
外
国
人

の
若
者
が
増
え
て
来
て
、
広
島
の

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
新
た
な
風
と

し
て
広
島
の
教
区
の
人
た
ち
は
強

く
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
多
く
の
外
国
籍
の
人
々
を
、
こ

れ
か
ら
し
っ
か
り
受
け
入
れ
、
共

に
祈
り
、
共
に
働
き
、
共
に
喜
び

と
希
望
を
分
か
ち
合
う
共
同
体
づ

く
り
に
努
力
を
し
て
い
く
つ
も
り

で
す
。
ど
う
か
、
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

岡
山
鳥
取
地
区
に
お
け
る
外
国
人

岡
山
鳥
取
地
区
に
お
け
る
外
国
人

ペ
ト
ロ

ペ
ト
ロ    

ホ
ア
ン

ホ
ア
ン    

ド
ゥ
ク

ド
ゥ
ク    

ロ
イ
ロ
イ    

神
父
神
父

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

　
二
月
八
日
宇
部
教
会
で
、
お

二
人
の
神
父
様
に
講
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
片
柳
神
父

様
は
、
教
皇
様
の
「
祈
り
の
ま

な
ざ
し
」
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

病
者
訪
問
～
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
～

に
な
ら
っ
て
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
の
講
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
、
自
分
の
生
き
る
意

味
、
存
在
意
義
を
み
い
だ
せ
な

い
苦
し
み
は
、
最
も
つ
ら
い
と

い
う
こ
と
。
そ
の
苦
し
み
の
あ

る
方
と
ど
う
寄
り
添
い
、
痛
み

を
共
有
し
て
い
く
か
、
な
ど
パ

ワ
フ
ル
に
お
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
オ
レ
ギ
神
父
様
は
、

実
際
病
人
訪
問
を
し
て
き
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
、
失
敗
談
を
含
め

な
が
ら
温
か
く
お
話
さ
れ
、

「
識
別
」
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
百
人
以
上

の
参
加
者
と
分
か
ち
合
い
も
で

き
、
心
か
ら
感
謝
の
一
日
で
し

た
。

◆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝
六
十
周
年
◆

《
援
助
マ
リ
ア
修
道
会
》
福
山
修
道
院

　
Sr.
森
元
　
良
子
　
一
九
六
〇
年
　
九
月
二
十
九
日 
　
ポ
ス
ト
ラ
ン
ト

　
Sr.
佐
藤
　
満
子
　
一
九
六
〇
年
　
九
月
二
十
九
日 
　
ポ
ス
ト
ラ
ン
ト

《
聖
マ
リ
ア
在
俗
会
》

　
岩
藤
　
多
賀
子
　
一
九
六
〇
年
　
三
月
二
十
五
日 

　
誓
願
宣
立

◆
金
祝
五
十
周
年
◆

《
イ
エ
ズ
ス
会
》
山
口
教
会

　
Fr.
百
瀬
　
文
晃
　
一
九
七
〇
年
　
七
月
二
十
五
日
　
叙
階

《
カ
ル
メ
ル
修
道
会
》
教
会
の
母
マ
リ
ア
修
道
院

　
Sr.
高
原
　
久
枝
　
一
九
七
〇
年
　
十
一
月
一
日
　
　
初
誓
願

《
援
助
修
道
会
》
下
関
共
同
体

　
Sr.
小
野
島
照
子
　
一
九
七
〇
年
　
九
月
六
日
　
　
　
初
誓
願

《
援
助
マ
リ
ア
修
道
会
》
福
山
修
道
院

　
Sr.
池
田
多
喜
江
　
一
九
七
〇
年
　
三
月
二
十
九
日
　
ノ
ビ
シ
ヤ

　
Sr.
渡
辺
ア
イ
子
　
一
九
七
〇
年
　
三
月
二
十
九
日
　
ノ
ビ
シ
ヤ

《
メ
ル
セ
ス
宣
教
修
道
女
会
》
廿
日
市
修
道
院

　
Sr.
尾
﨑
　
越
子
　
一
九
七
〇
年
　
三
月
一
日
　
　
　
初
誓
願
　

《
聖
マ
リ
ア
在
俗
会
》

　
村
口
　
篤
子
　
　
一
九
七
〇
年
　
三
月
二
十
一
日 

　
誓
願
宣
立

◆
銀
祝
二
十
五
周
年
◆

《
カ
ル
メ
ル
修
道
会
》
教
会
の
母
マ
リ
ア
修
道
院

　
Sr.
武
井
　
瑞
代
　
一
九
九
五
年
　
十
二
月
八
日
　
　
初
誓
願

２０２０年司祭・修道者のダイヤモンド・金祝・銀祝
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青
少
年
の
活
動

　

神
の
真
心
に
従
う
・
・
・

　
　
　
　

　
　
　
　
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
宣
教
会

リ
カ
ル
ド		

神
父

〈104〉

　
教
会
の
奉
仕
は
誰
で
も
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
洗
礼
に

よ
っ
て
あ
な
た
た
ち
は
神
の
宣
教

を 

分
か
ち
合
っ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
の
使
命
は
私
た
ち

の
召
命
で
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
も

奉
仕
に
は
人
間
関
係
が
表
れ
る
と

思
い
ま
す
。
「
自
分
を
愛
し
て
く

れ
る
人
を
愛
し
た
と
こ
ろ
で
、
あ

な
た
が
た
に
ど
ん
な
報
い
が
あ
ろ

う
か
。
徴
税
人
で
も
、
同
じ
こ
と

を
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
自
分

の
兄
弟
に
だ
け
あ
い
さ
つ
し
た
と

こ
ろ
で
、
ど
ん
な
優
れ
た
事
に
な
ろ
う

か
、
異
邦
人
で
さ
え
、
同
じ
こ
と
を
し

て
い
る
で
は
な
い
か
」
（
マ
タ
イ
五
・

四
十
六
―
四
十
七
）
。
そ
れ
で
は
、
神

へ
の
奉
仕
は
人
類
へ
の
奉
仕
で
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
世
の
旅
で
い
ろ
い
ろ
の
経
験
を

し
ま
す
。
良
い
こ
と
も
あ
れ
ば
悪
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
道
を
選
び

ま
し
ょ
う
か
。
正
し
く
決
め
る
よ
う
に

神
の
教
え
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
聖
書
が

伝
え
る
所
と
は
神
様
の
国
で
す
。
つ
ま

り
、
そ
れ
は
天
国
で
す
。
私
た
ち
は
そ

ち
ら
へ
向
か
っ
て
旅
を
す
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
誕
生
か
ら
死

ま
で
私
た
ち
は
人
生
の
意
味
と
目
的
を

悟
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
お
も
い
ま
す
。

「
神
よ
、
あ
な
た
に
安
ら
ぐ
ま
で
、
私

の
心
は
落
ち
着
き
ま
せ
ん
」
と
聖
ア
グ

ス
チ
ン
が
言
い
ま
し
た
。
本
当
に
神

と
一
緒
に
い
る
と
、
私
た
ち
の
人
生

は
有
意
義
に
な
っ
て
来
ま
す
。
も
し

神
を
愛
す
る
な
ら
人
を
も
愛
す
る
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
神
の
こ
と
を
学

べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
親
切
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
永
遠
の
命
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
必

ず
神
の
掟
と
言
葉
を
も
聞
き
、
信
じ

て
、
従
い
ま
す
。
「
行
い
が
伴
わ
な

い
な
ら
、
信
仰
は
そ
れ
だ
け
で
は
死

ん
だ
も
の
で
す
」
（
ヤ
コ
ブ
二
・

十
七
）
。
本
当
に
良
い
例
は
口 

よ

り
も
行
い
で
す
。
聖
ヤ
コ
ブ
が
書
い

た
「
行
い
の
伴
わ
な
い
あ
な
た
の
信

仰
を
見
せ
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

私
は
行
い
に
よ
っ
て
、
自
分
の
信
仰

を
見
せ
ま
し
ょ
う
」
（
ヤ
コ
ブ
二
・

十
八
）
。 

　
そ
の
上
で
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

の
掟
「
心
を
尽
く
し
、
精
神
を
尽
く

し
、
思
い
を
尽
く
し
、
力
を
尽
く

し
て 

あ
な
た
の
神
で
あ
る
主
を
愛

し
な
さ
い
。
ま
た
隣
人
を
自
分
の

よ
う
に
愛
し
な
さ
い
」
（
マ
タ
イ

二
十
二
・
三
十
七
―
三
十
九
）
。
何

時
迄
も
、
こ
の
教
え
を
大
切
に
し
守

り
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
、
私
は
司
祭
叙
階
の
二
十
周

年
記
念
日
を
迎
え
ま
す
。
司
祭
と
し

て
の
生
活
に
は
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私

は
教
会
の
僕
で
す
か
ら
、
一
所
懸

命
、
教
会
の
た
め
に
奉
仕
し
て
い
ま

す
。
た
し
か
に
、
聖
職
は
全
て
の
事

を
神
に
委
ね
ま
す
。
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
が
「
私
に
来
て
従
い
な
さ
い
」

（
マ
タ
イ
四
・
十
九
）
。
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
に
従
う
こ
と
は
神
の
恵
み

に
信
頼
す
る
と
い
う
意
味 

で
す
。

　
人
生
は
短
い
で
す
か
ら
、
良
い
行

い
を
し
ま
し
ょ
う
。
永
遠
の
命
の
た

め
、
神
の
道
へ
頑
張
っ
て
歩
き
ま

し
ょ
う
。
キ
リ
ス
ト
の
光
を
人
々
に

輝
か
せ
る
よ
う
に
。
そ
の
光
を
心
に

燃
え
た
た
せ
、
守
り
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威

を
ふ
る
っ
て
い
る
。
ミ
サ
に
出

か
け
て
い
い
も
の
か
ど
う
か
。

そ
ん
な
中
、
司
祭
、
助
祭
叙
階

式
が
あ
っ
た
。
喜
び
に
溢
れ
る

笑
顔
が
た
く
さ
ん
。
早
く
沈
静

化
し
、
世
界
中
に
笑
顔
が
も
ど

り
ま
す
よ
う
に
。
（
か
ぴ
）

　
静
岡
県
で
行
わ

れ
る
全
国
カ
ト

リ
ッ
ク
青
年
大
会

が
、
一
年
延
期
さ

れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
一
年
後

の
二
〇
二
一
年
五

月
二
日
～
五
日
の

三
泊
四
日
で
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

内
容
が
濃
く
盛
沢
山
！

　
原
生
林
ハ
イ
キ
ン
グ
に
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
！

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
部
で
九
個
！

　
私
た
ち
の
神
さ
ま
に
心
を
向

け
、
同
じ
希
み
を
分
か
ち
合
え
る

仲
間
た
ち
と
、
楽
し
く
温
か
な
と

き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　
人
生
最
高
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
が
待
っ
て
い
る
は
ず
！

　
第
三
九
回
目
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
新
潟
で
行
わ

れ
ま
す
。

　
日
程
は
九
月
十
九
日
（
土
）
・

二
十
日
（
日
）
の
二
日
間
、
　 

テ
ー
マ
「
じ
ょ
ん
の
び 

せ
ん
ま

い
け
」
は
、
新
潟
弁
の
「
じ
ょ
ん

の
び
」
と
富
山
弁
の
「
せ
ん
ま
い

け
」
を
か
け
合
わ
せ
て
お
り
、

「
の
ん
び
り
し
ま
せ
ん
か
？
」
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
忙
し
い
毎
日
で
心
に
余
裕
が
持

て
な
い
、
疲
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
は
そ
ん
な
日
々
の
疲
れ
を

癒
し
て
「
じ
ょ
ん
の
び
」
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
じ
ょ
ん
の
び
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
お
届
け
で

き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
代
表  

今
井 

萌
生
）


